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 BIOMOD は大学の学部生からなるチームで結成し，DNA を使ったナノサイズのロボットを作成
し，そのロボットの性能，将来的な構想などの成果を発表する大会である．生体分子に関わるものか
らテーマを決定し，そのテーマに沿った DNA なのロボットを作成する．大会は参加チームによる 10
分間のプレゼンテーション，YouTube のビデオ，研究をまとめた web ページの３つで評価を行い，
それぞれのチームの順位が決まる． 
 今年度は基礎セミナー「生命と機械の融合目指したものづくり」という講義を受講した６名でチー
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６,７月 理論構築，動画編集，web ページ作成技術の習得 
8 月 実験開始，web ページ作成 
9 月初め BIOMOD 国内大会@大阪大学 
9,10 月 実験，動画作成，web ページ作成 



































 実際に図 2 のような構造になっているのか，また，動きは正しく動いているのか観察する必要
があった．そこで AFM(Atomic Force Microscopy)と FRET(Fluorescence Resonance Energy 
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図３                  表１ 
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 DNA は体内に多く存在するものであり，やはり DNA を医学につなげることは今後の医学におい
て重要になると考えられる．DNA が本当に体内に悪影響を与えないのかまではわからなかったが，
体内にあるもので身体を治すというのが，私の考える理想図です．今後も，今回の研究を必ず次につ
なげていきたい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
